






























以下、 5枚の WALSの地図 (MatthewS. & Haspelmath, Martin (eds.) 2013. The World Atlas 
of Language Structures Online. による。なお、記号の色・大きさ・形についてはデフォルト
とは異なる調整をした。 5枚の地図の原作者は全て MatthewS. Dryerである。）のユーラシ
ア大陸における言語構造の分布状況を参照しながら、中国語の類型論上の位置づけを確認
する。
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Feature 83A: 目的藷oIVO 
と動詞Vの琵Il員
Feature 85A: 接置詞IPrepositions 
と名詞句の語Il月
Feature 86A: 属格と INoun・Genitive 
名詞の語)Ii
I 
Feature 87 A: 形容詞
と名詞の語順



















































地図 6:中国語方言における OV語順の分布（曹2008(法）： 92) 
まず動詞と目的語の語順について見ていこう。標準中国語では目的格（対格）に関して
言えば、基本的に動詞が目的語に先行する VO型の語順を取る。
(1)我吃仮 【私は食べる ご飯を】 「私はご飯を食べる」
ただし、処格や奪格、向格などは基本的に動詞に先行する。
(2)我在食堂吃仮 【私は 食堂で食べる ご飯を】 「私は食堂でご飯を食べる」
また、目的格についても、
































地図 7:名詞修飾語（動物の性別：雌鳥と雄鶏）（曹2008(法）： 76) 
































合が多いが、 TheVelar Nasal (WALS: Feature 9A by Gregory D.S. Anderson)のように比較的
まとまった連続的分布傾向を示す場合もある。韻律に関連したものとしては、声調 (Tone)
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